
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配向材料にｒａｎｄｏｍ成分は含まれているか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０１月０１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 「Ｓｃｈｍｉｄ因子のＮＤからＲＤＴＤ方向の計算」では，ｒａｎｄｏｍ方位が存在する場合と 

   タイトルで計算方法を紹介しているが、実際の配向材料にｒａｎｄｏｍ成分が含まれるかを検証する。 

   簡単な検証は、配向材料のθ／θプロファイルとｒａｎｄｏｍプロファイルを比較する事で判明できます。 

   ２０２２年１月６日の資料「ＳｍａｒｔＬａｂデータの解析」でＣｌｕｓｔｅｒを扱った。 

  

 Randomに近い材料はH材であり、O材はｒａｎｄｏｍから離れています。 

 又、２０２２年１月６日の資料「ＳｍａｒｔＬａｂデータの解析」から 

逆極点でもＨ１８材は０．５以上を示しており、ｒａｎｄｏｍを含む可能性が高い。 

 Ｈ材の５１８２Ｈ１８にｒａｎｄｏｍ成分が含まれるかＯＤＦ解析ら検証し、 

 ｒａｎｄｏｍ成分の含まれる圧延材のＳＣｈｍｉｄ因子を計算してみます。 

 

 ｒａｎｄｏｍ成分を評価 

 ＯＤＦ図上のｒａｎｄｏｍは、方位密度１．０以下の最下部で急激に立ち上がる部分に存在する。 

 又、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のｂａｃｋｇｒｏｕｎｄのその他の成分に含まれる。 

  

 

 

 

 

 

 

 



５１８２Ｈ１８材の極点処理 

 Moターゲットのため、｛１１１｝は外す 

  

 バックグランド除去、計算 defocus＋Rp% 

  

計算 defocus     ＋Rp% 

 

      ±１．５％以内に計算される。 



ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

 

 

極点図をＥｘｐｏｒｔし、入力極点図評価。 

 

 Ｒｐ％が２．９％であり、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅで予測した２．８％とほぼ同じ値である。 

 ｒａｎｄｏｍ成分がある場合、Ｒｐ％の低い値を示します。 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍ評価 

 

２０％位から急激に立ち上がっています。ｒａｎｄｏｍ成分を含まない場合最小値は０．０になる 

最低限２５％のｒａｎｄｏｍ成分が含まれています。 

（この方位密度１．０以下の評価ではＬａｂｏＴｅｘが最適、他のＯＤＦ解析ではゴーストが発生） 

この状態ならどの方向でもｓｌｉｐ方位が含まれています。 

 

 

 



逆極点図で［１１０］を評価 

ND方向 

  

RD方向 

  

TD方向 

  

 ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向でも｛１１０｝＜１－１１＞が含まれる［１１０］が存在する 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める。 

 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＲｐ％を求める。 

 

 

期待値の±１．５％以内で解析されている 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの５０％はｒａｎｄｏｍを含んだ定量されていないその他の成分である。 

ＬａｂｏＴｅｘでは、１回の定量では最大１０方位の制限のため、はみ出しが発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＦＣＣのＳｃｈｍｉｄ因子を計算する 

 

Ｓｃｈｍｉｄ因子は、０．４３４である。 

ｒａｎｄｏｍ成分を含むので、あらゆる方向のＳｃｈｍｉｄ因子計算は可能 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録、点図と｛１１０｝＜１－１１＞ＳｌｉｐＳｔｓｒｅｍ因子比較 



 ＮＤ逆極点図 

  

｛１１０｝＜１－１１＞ＳｌｉｐＳｙｓｔｅｍ 

 


